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草花遊びの実践にྥけて 

―ⱝい保育者による環境教育の実践にྥけて― 

Aiming at the practice of the plants play. 

Aiming at the practice of the environmental education by young 

nursery school teachers. 

 ㉥ ⃝ ㄔ 一  ∦ 岡 ᕦ  ௰ ㇂ ㎮ ኵ 
Seiichi Akazawa   Takumi Kataoka Tatsuo Nakaya  

 にࡵࡌࡣ

幼ඣ教育に⮬然環境を取り入れることはᴟめ

て㔜要である。 

文部科学省は、幼稚園教育要領の 5 領ᇦに「環

境」を設定し、そのࡡらいの(1)に「身近な環境

にぶしࡳ、⮬然とゐれ合う中でᵝࠎな事㇟に⯆

や㛵心を持つ。」としている。また、ෆᐜの(1)

で「⮬然にゐれて生活し、その大きさ、⨾しさ、

ᛮ㆟さなどにẼ付く。(4)で「⮬然などの身近

な事㇟に㛵心をもち、取り入れて遊ぶ。」として

いる。そして、ෆᐜの取ᢅいとして(1)幼ඣが、

遊びの中で࿘ᅖの環境と㛵わり、ḟ➨に࿘ᅖの

ୡ⏺にዲወ心をᢪき……（後略） (2)幼ඣ期に

おいて⮬然の持つ意は大きく、⮬然の大きさ、

⨾しさ、ᛮ㆟さなどに┤᥋ゐれるయ㦂を通し

て、幼ඣの心のᏳらぎ、豊かなឤ、ዲወ心、

ᛮ考ຊ、⾲現ຊのᇶ♏が培われることを㋃まえ、

幼ඣが⮬然とのかかわりを῝めることができる

ようᕤኵすること。としている。 

 

 

 

⮬然は子どもたちを取り巻く環境の大きな部

分を༨めるものであり、環境教育とは切っても

切れないものである。また、「⮬然などの身近な

事㇟に㛵心をもち、取り入れて遊ぶ。」に↷らし

て、幼ඣが草花を取り入れて遊ぶことは意⩏が

ある。草花遊びの中で、࿘ᅖのୡ⏺にዲወ心を

ᢪき、心のᏳらぎ、豊かなឤ、ዲወ心、ᛮ考

ຊ、⾲現ຊのᇶ♏が培わることが期ᚅされる。 

とかく、ᒇෆ遊びに೫りがちな現௦の子ども

たちにとって、草花遊びはᒇ外での⮬然とゐれ

合うᶵ会になるࡔけでなく、ዴいては 5 領ᇦの

ᗣ、人㛫㛵ಀ、⾲現の㔊成にもᐤするもの

と考える。 

草花遊びのఏᢎについて考えると、ྂくは▼

ჾ௦に草笛があったという◊✲もあるが、ᮏ

᮶は、♽∗ẕ・∗ẕから子・Ꮮへ、地ᇦの子ど

も㞟ᅋで年㛗者から年少者へと、遊びやゐれ合

いの中でఏᢎされてきた。しかし、核ᐙ᪘が

㐍ࡳ地ᇦの␗年㱋㞟ᅋがᔂቯした現௦、そのఏ
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ᢎが㠀ᖖに㞴しくなってきたとゝわࡊるをᚓな

い。 

そこで、教ᖌや保育者の環境教育(草花遊び)

へのാきかけが必要可Ḟとなってきた。 

文部科学省は、幼稚園教育要領解説で、「幼ඣ

期は、生活の中で⮬発的・య的に環境とかか

わりあいながら┤᥋的・ලయ的なయ㦂を通して、

生きるຊのᇶ♏となる心、意欲、ែᗘなどを

身に付けていく期である。」とし、環境を通し

て行う教育は、「環境の中に教育的౯್をྵませ

ながら、幼ඣが⮬ら⯆や㛵心を持って環境に

取り組ࡳ、ヨ行㘒ㄗを⤒て、環境へのࡩさわし

いかかわり方を身に付けていくことを意図した

教育である。」としている。そしてその上で、「環

境とのかかわりを῝め、幼ඣの学びを可能にす

るものが、教ᖌと幼ඣとのかかわりである。」と

し、「教ᖌ⮬身も環境の一部である。教ᖌの動き

やែᗘは幼ඣのᏳ心ឤの※であり、幼ඣのど⥺

は、教ᖌの意図する、しないにかかわらࡎ、教

ᖌのጼに注がれていることが少なくない。物的

環境のᵓ成に取りくんでいる教ᖌのጼや同ࡌ௰

㛫のጼがあってこそ、その物的環境への幼ඣの

⯆や㛵心が生ࡳ出される。教ᖌがࣔデルとし

て物的環境へのかかわりを示すことで、実し

た環境へのかかわりが生まれてくる。」とした。 

草花遊びのఏᢎ者が、ᐙᗞや地ᇦにᯤῬしつ

つある現在、教ᖌがそのⰋきఏᢎ者にならࡊる

をᚓない௦である。 

ここで、現௦のⱝ者をࡳたとき、ᯝたしてఏ

ᢎ者になりᚓるのであろうか。➹者が、ある年

㓄の小学ᰯ教ᖌから⪺いたヰࡔが、「都会育ちの

᪂௵のＡඛ生は、ࠗ〈よもぎ〉を▱らない。ྡ前 

は▱っているが、どの草が、それか分からない。

教えてもらったこともない。࠘ とゝった。」そう

である。これは、ᴟ➃な例かもしれないが↓⌮

もないヰである。現௦のⱝ者は〈草花遊び〉を

⥅ᢎされていないのである。現≧では、草花の

ྡ前やその遊び方まで⇍▱しているⱝい教ᖌ・

保育者は⛥有な存在であろう。 

そこで、環境教育の実にྥけた草花遊びの

実践に少しでもᐤすく、㉳✏した。 

 

ලయⓗྲྀ࡞り⤌ࡳ 

〈草花遊び〉そのものについては、多くの図

鑑や◊✲物がある。草花遊びを実践するに㝿し

て、その㝼㊰となるのは、植物の同定や生育ሙ

ᡤの≉定であろう。 

そこで、ᮏ◊✲では一例として、Ａ認定こど

も園࿘㎶地ᇦを設定した。ᮏ◊✲は、あくまで

も、一つの幼稚園・認定こども園・保育園を想

定した◊✲である。「こうすれば、ⱝい保育者が

↓⌮なく環境教育〈草花遊び〉に取りくめる。」

その一例としてᤊえていたࡔきたい。 

࠙調査項目ࠚ 

〈草花遊びに適した植物の分ᕸ調査〉 

 子ども園ෆ こども園࿘㎶ 

 園外保育通㊰付近➼、園ඣが行動する地ᇦ

の草花遊びに適した植物の分ᕸを調査した。

そして、その生育するሙᡤを地図に␒ྕで記

入した。 
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〈草花遊びに適した植物のᴫ要〉 
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ձ ࣛࣄギ  ղ ࣟࢩツ࣓ࢢサ 

ճ オオバコ  ④ ツバキ 

յ ࢘ࣙࢳ  ն ࢫࢫキ 

ո ࢫギࢼ   չ ࣓ࢩࣄバ 

պ オオバコ  ջ ࢲࢬࣗࢪマ 

ռ ササ  ս ア࣓リࢭ࢝ンࢲンࢢサ 

⑭ フࢭ࢘ンࢮ࢝ ⑮ ࣛࢬ࢝クサ 

ր クࢬ    ց ࢫࢫキ 

ւ ࢩࣛ࢝ࢳバ փ アࣛࢩ࢝ 

⑳ クリ    द ࣅࢫࢾトࣁギ 

㉒ ヤツデ   ㉓ フキ 

ऩ ノコࢳࢷ ㉕ マツ 

 リࢻタ ㉙ ࢤࣄノࣕࢪ ㉗

य オギ    र ࢚ノコࣟࢢサ 

 ࢘࣎ࢦヤマࣗࢩ࢘ࣚ ㉞

 

 ࠒ᪉ἲࡢࡧⲡⰼ㐟ࠑ

上⾲の植物ձ～㉞の遊び方について、以ୗ

に示す。 

～タンポポを使った遊び～ 

 

 
のᙉい植物である。 

〈遊び方〉 

（１）わたࡆ㣕ばし。 

・吹く方ྥሙᡤに注意して、わたࡆを㣕ばす。 

（２）タンポポ笛 

・㛗めのⱼを᥈し、花の部分を取り、⟄≧に 

する。 

・花のついた細い方を口にして吹くと、ࣈ 

ーッとపい㡢がする。うまく㡢が出ない 

ときは㛗さを調⠇する。 

※くわえると少しⱞい。 

（３）タンポポࣈレࢫレット、指㍯ 

 

（４）タンポポ水㌴・㢼㌴ 

 
・ⱼに切れ目を入れて水にᾐす。 

・まったら୵か細いᲬ、細いⱼに通す。 

※ὶれのある水につけると水㌴、ᜥをᙉく吹い

てᅇせば㢼㌴となります。 

 

～ղࣟࢩツ࣓クサを使った遊び～ 

  

 

 

 

 

[≉ᚩ] 

に４小葉やそれ以上のものもあり、≉に４ 

小葉のものは「ᅄつ葉のクࣟーバー」として⌋

㔜される。 

〈遊び方〉 

（１）࣓ガࢿをつくろう。 

[≉ᚩ] 

多くは㯤Ⰽい花をဏ

かせ、⥥ẟ（ෙẟ）のつ

いた種子を作る。生ຊ 

・ⱼを２つにく。 

・ᡭ㤳か指に⤡ん

で␃める。 
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・ⱼの㛗い花３ᮏを୕つ編ࡳにし、㍯にして⣒

で⦡りとめる。これがレンࢬになるのでྑとᕥ

と２つ作りましࡻう。 

 

き、Ẽに入ったኴさにしていく。 

～ճオオバコを使った遊び～ 

 

 

 
に引っ張り合います。切れた方が負けとなりま

す。 

～र࢚ノコࣟࢢサ使った遊び～ 

[≉ᚩ] 

ࢢノコ࢚ࣟ科ࢿ

サᒓの植物で一年生

草ᮏである。 

夏から秋にかけて

花✑をつける 

 

〈遊び方〉 

 サのẟࢢノコ࢚ࣟ（１）

 
と、ࡔんࡔん上に上がってきます。 

～չ࣓ࢩࣄバ・オࢩࣄバを使った遊び～ 

  
〈遊び方〉 

 ッキࢸࢫートのࣁ（１）

・２ᮏの✑を残して、の✑を根ᮏから切り

ⴠとします 

・２ᮏの✑を残して、の✑を根ᮏから切り

ⴠとします。 

・✑の一ᮏを指でしࡈいてタࢿを取ります。 

・タࢿを取った✑は、後でࣔࣄとして使いま

す。

 
・オࢩࣄバの✑をୗに᭤ࡆて指で押さえま

す。（ࣁート形にする） 

（２）花ෙをつ

くろう。 

・２ᮏ・３ᮏ・

４ᮏと編んで

つなࡆてい 

[≉ᚩ] 

和ྡの由᮶は、葉が

ᗈく大きいことから

「大葉子」とྡ付けら

れたとゝわれる。 

㐨➃などに、ࡈくᬑ

通に⮬生する㞧草。 

〈遊び方〉 

（１）オオバコ┦᧞ 

・ኴくてኵそうな

のを᥈して᥇りま

す。これを୧ᡭで持

ち、㹓のᏐに⤡めて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・✑の部分を取

り、✑のඛがୗ

にくるように

して㍍くᥱり

ます。 

・にぎにぎする 
 
 
 
 
 
 
 
 

[≉ᚩ] 

ձࢿ科の植物、

㐨➃でよく見か

ける㞧草。おࡦし

ばの方がኴくて

㏾しい。 
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・指で押さえている部分を、ඛほど作ったࣔࣄ

で⦡ります。 

 ചࡳバのᢡりたたࢩࣄ࣓（２）

・一␒ୗに生えている✑を取ります。 

・ᢤいた✑を指でしࡈいてタࢿを取ります。 

・タࢿを取った✑は、後でࣔࣄとして使います。 

・全部の✑をୗに᭤ࡆて、ᗈがらないように指

で押さえておきます。 

・指で押さえている部分を、ඛほど作ったࣔࣄ

で⦡ります。 

・᮰ࡡてある部分を上ࡆるとചが開きます。 

・᮰ࡡてある部分をୗࡆるとചが㛢ࡌます。 

 

～նࢫࢫキयオギを使った遊び～ 

 
ⱴ（かや）とばれる一種。 

〈遊び方〉 

 ットࢣキの葉っぱࣟࢫࢫ（１）

・葉っぱのもとの方から㸳㹁㹫ほど葉⬦の୧ഃ

をく。 

・いた方を㣕ばす方にྥけ、୧ഃの葉っぱの

部分を持ちます 

・その葉っぱをもう∦方のᡭでᡭ前にすっと引

くと葉⬦がࣗࢩッと㣕んでいきます。 

・ᡭを切らないように注意して遊びましࡻう。 

 
 

～ոつくし・ࢫギࢼを使った遊び～ 

࠙≉ᚩࠚ      
つくしとࢫギࢼは同ࡌ 

地ୗⱼから生えてきます。 

つくしは春ですが、ࢫギࢼはその後の夏、

秋に生えています。 

〈遊び方〉 

 ࢬクࢼギࢫ（１）

 

・どこか１つの⠇を外します。（┦ᡭに見られな

いように）※上図のۑのᡤ 

・外したところを元にᡠします。 

・「くっついていないとこ、ど～こࡔ」とᑜࡡて、

当てさせて遊ぶ。 

 

 

 

ったいに人のࡐ※

㢦の方にྥけない

ように、ཪ、ኌを

かけましࡻう。 
 
 
 
 
 
 

[≉ᚩ] 

ࢫࢫ科ࢿ

キᒓの植物 
ᑿ花ともい

い秋の草の

 。とつࡦ
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～ノコンギクを使った遊び～ 

 

[≉ᚩ] 

ヤマࣛࢩ、ガギク࢘ࣘ、ノコンギク、ࢼ࣓ࣚ

ギクと、Ⰻくఝた野⳥は多い。 

〈遊び方〉 

（１）ノコンギクの༨い 

・小さくてかわいい花びらを使って、ࡦとࡦら

つᢤいていき、᭱後の１ᯛの⤖ᯝで、いろいࡎ

ろと༨いをする。 

 

 

 

～սア࣓リࢭ࢝ンࢲンࢢサでの遊び～ 

 
[≉ᚩ] 

㐨➃や✵き地、‵りẼのあるⲨれ地など

に生えている。 

キク科ࢭンࢲンࢢサᒓの１年草である。 

〈遊び方〉 

（１）くっつけࡈっこ 

・ᯝ実ཪはᯝ実のついたままのⱼを┦ᡭの᭹

にᢞࡆつける。 

・たくさん᭹ 

につけられ              

た方が負け。 

 

・ऩノコࢳࢷやदࣅࢫࢾ

トࣁギでも、くっつけあ

って遊ぶことができる。 

 

 

～アサガオを使った遊び～ 

[≉ᚩ] 

つるᛶ、花は㗹形で┿夏に開花す

る。ࣄルガオ科サツマࣔᒓの１年ᛶ植

物である。 

〈遊び方〉                                    

 

（１）葉っぱでの㡢出し

遊び 

・∦方のᡭで㍯をつくり、

その上に葉をせる。

葉を人差し指で少し

押して、へこませる。へこんࡔところをᡭの
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            ンと㡢がࣃ、らでໃいよく྇くとࡦ

㬆る。 

（２）花でも㡢が出るよ。 

 

 

 

 

 

 

・花がဏいた後のしぼんࡔ花を取り、花のඛ

をつまࡴ。花の根元の穴から✵Ẽを吹き㎸

 。ッと◚するࢫとプࡴ

 

～ջࢲࢬࣗࢪマを使った遊び～ 

[≉ᚩ] 

水㎶やⲨれ地に生える。ᖐ植物。 

秋に実がなる。実を数⌔として   

⏝したことから、このྡが付いた。 

〈遊び方〉 

（１）㤳㣭り（ࢿックレࢫ） 

・実を㞟めて、そのおしり         

ഃから⣒などを通して㍯        

にする。 

（２）マ࡙ࣛࢫ࢝くり  

・小さな࣌ット࣎トルの✵きᐜჾに実を 

いくつか入れる。 

・ᐜჾの種類を᭰えたり

実の数をኚえたりす

ると、␗なる㡢が         

出る。 

・ᐜჾにⰍをつけても面         

ⓑい。 

 

～յ࢘ࣙࢳの葉～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

[≉ᚩ] 

ᶞ㧗２０～３０৽のⴠ葉㧗ᮌ。㞤㞝␗株。 

中国ཎ⏘の〄子植物である。 

〈遊び方〉 

（１）キツࢿをつくろう。 

・葉を上にして葉を持ち、ᒇ根つきのᐙの

形になるように、葉のᕥྑを切り取る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ᒇ根の部分は全యの㧗さの༙分くらいにな

るように切る。ᒇ根のᕥྑのでっぱりの部

分が、きつࡡの⪥になる。 

・中ኸよりややୗから３分の１くらいのとこ

ろに、葉が通る穴を開ける。 

・その穴に葉を通して、葉全యを葉の後

ろに引くと、残った上部部分がきつࡡの㢦

になる。 

・Ἔᛶ࣌ンなどで、目などをᥥくと面ⓑい。 
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～պクࢬを使った遊び～ 

 

[≉ᚩ] 

マ࣓科クࢬᒓのつるᛶ多年草である。 

根を⏝いて㣗ᮦのⴱ⢊や₎方⸆が作られ、

葉の᫇から秋の草の１つに数えられ

ている。 

〈遊び方〉 

 ～ぞࡔデ࣒࢝（1）

・葉のの部分ࡔ 

けをたくさん㞟 

める。なるく 

㛗さはそろえ、 

葉はᤞてる。 

・２ᮏのを⬗యにする。 

・別のをᇶ部をྑに、⬗యの上部のᡭ前に当

て足の部分を１⛬ᗘ出して巻く。 

・また別のを同ࡌように

ᕥに足が出るようにする。 

・これを⧞り㏉し、᭱後は

２～３ᅇを巻いてṆめ

る。 

 

 

 

～ձࣛࣄギを使った遊び～ 

 ギの㢼㌴ࣛࣄ（１） 

、ギの葉の出っ張りを指で㍍くはさんでࣛࣄ

ᜥを吹きかけてᅇす。 

 

～ռササを使った遊び～ 

（１）ササ⯪ 

・ 葉を、୧➃から２㹡㹫をෆഃへᢡり、葉

⬦にἢって、３つに切れ目を入れる切れ目は

ᢡった୧➃から１㸬㸳㹡㹫、２ࣨᡤ）。  

 ・ 切れ目３つのෆ、外ഃの２つをෆഃに᭤ࡆ、

一方を方のᢡれ目にᤄし㎸ࡴ。  

 ・ ᑐഃの➃も同ᵝに᭤ࡆて、ᤄしこࡴと⯚

ができる 

 

～ւࢩࣛ࢝ࢳバを使った遊び～ 

（１）ẟの➇㤿 

・ ✑を切取り（一部のⱼを残し㢌にする）、✑

のおしりを別のⱼつきの✑や小枝で྇くと前

㐍する。数人で➇தをする。  

   

～փアࣛࢩ࢝を使った遊び～ 

（１）こま 

  どんぐりの上部（い方）に「きり」で、

穴をあけ、∎楊枝、マッࢳᲬなどをᤄしこࡴ。 

（２）やࡌろえ 

・ どんぐり３ಶ、➉１０ࡈࡦ㹡㹫を２ᮏ

⏝意する。  

   ・ １つの実の⭡部のᕥྑにきりで穴をあけ、

  。をᤄすࡈࡦ➉

   ・ の２つのどんぐりの⭡にも穴を１つࡎ

つあけ、上記の➉ࡈࡦをᤄす。 
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（３）笛 

どんぐりの上部をコンクリートなどでこす

り、平らにして、楊枝などで中身を掻出す。 穴

の部分を水平にして口を当てて吹く。 

 

～㉕マツを使った遊び～ 

（１）松葉すもう 

  ・ ２人がそれぞれ、松葉をもち、それぞ

れが松葉を開いて、（つなぎ目）で互いに

Ｘ形に交差するように、からませる。  

     ・ 松葉のそれぞれの足の方を持って引っ

張り合い、つなぎ目の切れた方が負け。 

 

～④ツバキを使った遊び～ 

（１）葉っぱのまき笛 

  ・ 歯の根元を少し切り、やや斜めにして

巻き、細いほうを押しつぶし、つぶれた

部分を口にくわえて吹く。 

 

～㉒ヤツデ ㉓フキを使った遊び～ 

（１）お面つくり 

  ・ 葉に絵をかいたり穴をあけたりして、

お面を作る 

※ ⑭⑮⑳㉒㉓㉗㉙㉞は紙面の都合上、省略。 

※ タンポポ、アサガオ、ノコンギクについて

は、多く見られる植物なので図に示した。 

 

〈注意事項〉 

 〇 野外活動が中心になるので、有害な動

植物や熱中症へ細心の注意を払いたい。 

 〇 野生植物と栽培植物の区別をしっかり

と付けさせる。 

 

おわりに 

 現地調査をしたのが、秋であったので、必

然的に記載したほとんどが秋の草花となった。 

 「草花遊び」に適した植物が、Ａ認定こど

も園のすぐ傍に想像以上の種類が存在した。

このこども園は田園地帯の俤を残したところ

にあるとはいえ、かなりの数である。 

 このことは、例外的な施設を除いて、たい

ていの園の近くでも「草花遊び」に適した植

物が数多く存在することを示しているのでは

なかろうか。そして、保育者が意欲を持って

取り組めば、「草花遊び」を取り入れた環境教

育は、ほとんどの幼・保・認定こども園で実

践可能であることを示している。核になる幼

稚園教諭・保育士がいて、付近の「草花遊び」

に適した植物を同定できれば、すぐにでも実

践が可能であると考える。そして、春・夏・

秋のマップが揃えば、ほぼ一年を通して「草

花遊び」が実践できるであろう。 
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